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-(21) - 文 化

し

て

い

る

。

文

化

政

策

の

点

か

ら

い

え

ば

、

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

の

機

能

に

は

①

創

造

的

機

能

と

②

文

化

啓

発

機

能

の

二

つ

が

あ

り

、

前

者

は

既

存

の

大

規

模

な

劇

団

よ

首

楽

団

体

等

で

は

、

そ

の

体

質

上

果

た

し

え

な

い

時

代

の

先

端

を

行

く

前

衛

的

な

、

創

造

の

場

を

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

が

提

供

す

る

こ

と

で

あ

り

、

庁 月 報

フ

ラ

J

／

ス

に

お

い

て

、

映

画

祭

を

除

い

て

み

て

も

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

と

呼

ば

れ

る

芸

能

祭

は

、

音

楽

・

演

劇

・

舞

踊

の

分

野

で

約

二

百

あ

る

。

負

担

区

分

は

種

々

で

あ

ろ

う

が

、

大

抵

、

主

催

の

市

及

び

現

地

商

工

会

議

所

の

ほ

か

、

国

。

県

か

ら

の

援

助

に

頼

っ

て

い

る

。

外

国

か

ら

の

グ

ル

ー

プ

な

い

し

、

個

人

が

参

加

す

る

場

合

に

は

、

主

催

者

が

招

待

す

る

か

、

通

常

、

主

催

者

は

滞

在

費

を

負

担

す

る

だ

け

で

、

旅

費

は

参

加

者

側

が

負

担

す

る

。

こ

れ

ら

の

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

（

い

芸

能

祭

）

は

、

各

地

方

の

文

化

一

般

の

向

上

に

役

立

つ

こ

と

の

ほ

か

観

光

宣

伝

の

意

味

も

あ

っ

て

、

フ

ラ

ン

ス

政

府

は

積

極

的

に

そ

の

発

展

を

援

助

第 110

ー
、
~
ナ
ン
シ
1

世
界
演
劇
祭
、

フ

ラ
ン
ス

む

し

ろ

、

既

存

の

も

の

を

よ

り

広

く

一

般

大

衆

に

普

及

さ

せ

る

も

の

で

あ

る

。

政

府

が

特

に

重

視

し

て

い

る

芸

能

祭

に

は

、

特

に

、

次

の

四

地

域

の

主

要

フ

ェ

ス

テ

ィ

ハ

ル

が

あ

り

、

こ

れ

は

文

化

普

及

の

地

方

拠

点

政

策

に

基

づ

く

も

の

だ

。

一

大

西

洋

沿

岸

地

方

ロ

ワ

イ

ヤ

ン

（

音

楽

）

ラ

・

ロ

シ

ェ

ル

（

前

衛

演

劇

）

サ

ン

ト

（

中

世

音

楽

）

者

は

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

。

ド

オ

ト

ン

ヌ

（

総

合

）

（

元

文

化

庁

長

官

ミ

ッ

シ

ェ

ル

。

ギ

氏

が

組

織

委

員

長

、

一

九

七

二

年

創

設

）

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

・

エ

ス

テ

ィ

バ

ル

（

音

楽

）

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

・

ド

・

マ

レ

（

総

合

）

フ
ェ
ス

~1, 
s̀ ノ

ー

ア

ビ

ニ

ョ

ン

（

音

楽

、

演

劇

、

絵

画

）

ェ

ク

ス

。

ア

ン

。

プ

ロ

バ

ン

ス

（

音

楽

）

（

オ

ペ

ラ

）

各

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

に

対

し

、

ヽ

ナ

ン

シ

ー

ア

ビ

ニ

ョ

ン

音

楽

団

体

等

の

公

演

の

受

け

入

れ

を

奨

励

し

て

い

る

。

こ

の

ナ

ン

シ

ー

世

界

演

劇

祭

は

、

パ

リ

の

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

・

ド

オ

ト

ン

ヌ

、

ア

ビ

ニ

ョ

ン

芸

術

祭

に

つ

い

で

、

演

劇

関

係

で

は

重

視

さ

れ

て

い

る

ら

し

い

。

組

織

も

確

立

し

て

お

り

、

ジ

ャ

ソ

ク

。

ラ

ン

グ

（

前

国

立

シ

ャ

イ

ヨ

ー

劇

場

の

主

宰

者

）

の

イ

ニ

シ

ア

テ

ィ

フ

に

よ

っ

れ

ば

無

埋

で

あ

ろ

う

。

オ

ラ

ン

ジ

ュ

し、

な

し、

が

旅

貨

が

二

切

参

加

者

負

担

な

の

で

補

助

が

な

け

は

開

催

年

に

当

た

る

。

日

本

か

ら

の

参

加

は

ま

だ

き

ま

っ

て

南

仏

テ

ノ＜
（
在
仏
日
本
大
使
館
一
等
書
記
官

長

谷

川

善

芸
術
普
及
事
務
局
の
こ
と
な
ど

｝レ

ナ

ン

シ

ー

世

界

演

劇

祭

は

、

隔

年

に

開

催

さ

れ

る

。

こ

の

う

ち

、

能

を

重

視

し

、

そ

の

他

、

-

1

よ、

ー

』

9

9

＾

は

、

啓

発

機

能

、

特

に

削

造

的

機

・

こ

、

四

は

両

者

を

兼

ね

る

と

い

っ

て

よ

い

。

ボ

ル

ド

ー

、

ア

ン

ジ

ェ

レ

ン

ヌ

等

々

の

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

も

特

色

を

も

つ

。

フ

ラ

ン

ス

政

府

は

、

が

重

複

し

な

い

よ

う

調

整

に

当

た

り

、

ヽ

ド

オ

ト

ン

ヌ

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

・

ヽ

参

加

を

含

む

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

に

お

い

て

は

に

よ

る

芸

術

活

動

の

場

の

確

立

を

は

か

っ

て

い

る

。

中

小

都

市

で

の

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

に

も

、

劇

団

、

ナ

ン

シ

ー

（

演

劇

）

ス

ト

ラ

ス

ブ

ル

グ

（

音

楽

四

ア

ル

ザ

ス

。

ロ

レ

ー

ヌ

地

方

今

年

企

画

外

国

か

ら

の

国

際

的

協

力

ま

た

、

財

政

的

援

助

を

行

い

、

他

の

大

き

な

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

に

も

参

加

、

確

立

さ

れ

た
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フ

ラ

ン

五

一

九

七

五

年

も

大

規

模

な

現

代

演

劇

討

論

会

を

開

催

す

る

な

ど

、

こ

の

分

野

で

は

世

界

的

に

注

目

を

集

め

て

い

る

。

ア

ビ

ニ

ョ

ン

に

お

い

て

は

、

主

催

者

が

招

い

た

劇

団

以

外

に

も

各

グ

ル

ー

プ

が

独

自

に

公

演

す

る

こ

と

を

認

め

て

い

る

。

毎

年

数

多

く

の

現

代

演

劇

グ

ル

ー

プ

が

各

国

か

ら

集

ま

る

。

ナ

ン

シ

ー

に

お

い

て

は

、

開

発

途

上

国

を

含

め

、

世

界

各

国

の

民

族

演

劇

が

参

加

す

る

こ

と

が

特

徴

で

、

演

劇

ク

ル

ー

プ

間

の

交

流

も

盛

ん

で

あ

る

。

例

年

、

ナ

ン

シ

1
世

界

演

劇

祭

に

お

い

て

は

、

日

本

の

劇

が

高

く

評

価

さ

れ

て

い

て

、

関

係

者

の

注

目

を

集

め

て

い

る

。

ナ

ン

シ

ー

市

は

、

金

沢

市

と

姉

妹

都

市

の

関

係

に

あ

り

、

両

市

の

交

流

は

盛

ん

で

、

フ

ラ

ン

ス

の

地

方

都

市

に

あ

っ

て

は

、

特

に

日

本

に

対

す

る

関

心

も

強

．

Vヽ
、

ナ

ン

シ

ー

市

当

局

は

日

本

か

ら

の

参

加

を

特

に

希

望

し

て

い

る

。

な

に

よ

り

、

ナ

ン

シ

1
世

界

演

劇

祭

は

事

務

局

・

指

導

者

が

確

立

し

て

い

る

し

、

今

後

さ

ら

に

発

展

す

る

と

思

わ

れ

る

。

こ

う

い

う

点

を

考

え

る

と

｛

，

我

が

国

か

ら

少

な

く

と

も

一

つ

の

グ

ル

ー

プ

が

参

加

す

る

こ

と

か

望

ま

し

い

。

現

在

、

フ

ラ

ン

ス

政

府

は

、

文

化

振

興

基

金

(
F
I
C
)、

'

芸

術

普

及

事

務

局

(
O
N
D
A
)
そ

の

他

の

政

府

機

関

を

通

し

、

約

一

五

0
の

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

に

対

し

、

二

、

八

0
0万

□フ
ラ

ン

六

0円
と

す

る

と

一

六

億

八

千

万

円

）

前

後

の

援

助

を

行

っ

て

い

る

。

一

九

七

七

年

も

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

，

ド

オ

ト

ン

ヌ

約

一

億

て

四

五

千

万

円

を

筆

頭

に

、

援

助

が

予

定

さ

れ

て

い

る

。

F
I
Cと
呼

ば

れ

る

文

化

振

興

基

金

に

つ

い

て

は

、

P
R

誌

「

美

を

も

と

め

て

」

九

号

世

界

の

文

化

庁

の

フ

ラ

ン

ス

篇

に

ふ

れ

ら

れ

て

い

る

。

芸

術

普

及

事

務

局

O
N
D
Aに
つ

い

て

、

在

仏

日

本

大

使

館

小

谷

氏

の

調

査

に

よ

る

と

こ

ろ

を

紹

介

し

て

み

よ

う

。＊
 

＊
 

＊
 

＊
 

＊
 

-

f

芸

術

普

及

事

務

局

(
O
N
D
A
,
O
f

f

i

c
e
 
n
at
i

onal d
e
 

d
ef
f

u

si
o
n
 
artist

i

q

u

eの
略

）

は

仏

文

化

庁

の

外

郭

団

体

で

あ

り

、

パ

リ

に

事

務

所

を

置

く

。

一

九

七

五

年

二

月

―

-

『

一

日

に

設

立

さ

れ

、

現

事

務

局

長

は

フ

ィ

リ

ッ

プ

。

テ

イ

リ

ー

氏

で

あ

る

。二．

仏

国

内

の

芸

術

活

動

の

「

情

報

銀

行

」

の

機

能

を

果

た

す

こ

と

に

よ

り

、

パ

リ

に

集

中

し

が

ち

な

芸

術

活

動

の

地

方

普

及

を

目

的

と

し

て

設

立

さ

れ

た

。

仏

の

地

方

都

市

は

文

化

セ

ン

タ

ー

等

の

設

備

を

有

し

な

が

ら

、

情

報

及

び

財

源

の

不

足

か

ら

そ

の

設

備

を

利

用

す

べ

き

芸

術

団

体

の

招

致

に

困

難

を

感

じ

て

い

る

。

一

方

各

芸

術

団

体

も

主

に

財

政

的

理

由

に

よ

り

、

地

方

に

そ

の

活

動

を

拡

大

し

え

な

い

で

い

る

。

O
N
D
Aは
、

O
N
D
Aは
「

情

報

銀

行

」

と

し

て

、

地

方

都

市

及

び

各

種

団

体

か

ら

の

、

い

つ

ご

ろ

、

い

か

な

る

種

類

の

芸

術

団

体

を

受

け

入

れ

た

い

と

の

要

請

を

プ

ー

ル

し

、

該

当

す

る

芸

術

団

体

か

ら

の

申

し

こ

み

に

結

合

さ

せ

る

。

そ

の

際

必

要

と

あ

れ
ば
技
術
的
•
財
政
的
援
助
も
受
け
入
れ
団
体
に
対
し
て
な

さ

れ

る

。

受

け

入

れ

団

体

か

ら

の

、

特

定

の

芸

術

団

体

の

招

致

を

目

的

と

し

た

財

政

的

、

技

術

的

援

助

の

申

し

こ

み

に

も

、

O
N

D
Aは
応

じ

る

。

三

、

O
N
D
Aか
ら

の

各

種

援

助

は

常

に

受

け

入

れ

団

体

に

対

し

て

な

さ

れ

、

芸

術

団

体

に

対

し

て

な

さ

れ

る

こ

と

は

な

い

。

受

け

入

れ

側

は

、

市

・

町

・

村

及

び

そ

れ

に

付

属

す

る

公

共

団

体

で

あ

る

必

要

は

な

い

が

、

一

定

の

法

人

格

を

有

し

て

い

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

四

、

現

在

O
N
D
Aが
重

視

し

て

い

る

分

野

は

、

演

劇

、

音

楽

、

舞

踊

で

あ

り

、

展

覧

会

、

映

画

会

に

対

す

る

比

重

は

小

さ

い

。

一

九

七

六

年

度

に

お

け

る

O
N
D
Aが
受

け

入

れ

団

体

を

通

し

て

接

触

し

た

芸

術

団

体

を

分

野

別

に

み

て

み

る

と

以

下

の

通

り

で

あ

る

。

演

劇

楽

踊

舞
展

覧

会

映

画

会

（

注

・

演

劇

四

〇

団

体

に

は

七

つ

の

外

国

団

体

も

含

ま

れ

る

）

五

、

O
N
D
Aの
七

七

度

予

算

は

五

0
0万フ
ラ

ン

で

あ

る

。

一

九

七

六

年

度

に

お

い

て

は

約

一

、

三

五

0件
の

財

政

援

助

を

与

え

て

い

る

（

つ

ま

り

、

上

記

の

各

団

体

が

各

地

を

巡

業

す

る

わ

け

で

あ

る

。

）

援

助

額

は

一

、

0
0
0フラ
ン

程

度

よ

り

二

五

0、

0
0
0フラ
ン

ま

で

幅

が

広

い

が

、

三

、

0
0
0フラ
ン

か

ら

一

0、

0
0
0フラ
ン

程

度

の

も

の

が

大

多

数

で

あ

る

。

な

お

上

記

二

五

0、

0
0
0フラ
ン

は

一

劇

団

の

一

か

月

に

わ

た

る

公

演

に

対

し

て

な

さ

れ

た

援

助

で

あ

る

。

六

、

O
N
D
Aの
活

動

範

囲

は

仏

領

土

内

に

か

ぎ

ら

れ

、

外

国

団

体

の

招

致

旅

費

等

の

援

助

は

仏

芸

術

活

動

協

会

(
A
s
ー

（

オ

ペ

ラ

を

含

む

）

一

五

s
o
ci
at
i

o
n
 
Frarn;;ai
s
e
 

管

轄

）

が

担

当

す

る

。

一

七

色
a
ct
i

o
n

四

〇

団

体

a
rt
i

st
i

q

ue, 
外

務

省
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0
九
月
二
十
日
付
け
で
、
安
嶋
禰
文
化
庁
長
官

と
う
ぐ
う
だ
い
ふ

は
東
宮
大
夫
に
就
任
さ
れ
た
。
約
二
年
間
の
長

官
在
任
中
、
文
化
行
政
長
期
総
合
計
画
の
ま
と

め
な
ど
文
化
行
政
の
振
興
に
大
き
な
業
績
を
残

さ
れ
た
。

犬
丸
直
新
長
官
は
、
自
ら
謡
曲
を
楽
し
む
な

ど
芸
術
文
化
へ
の
関
心
の
高
い
方
で
あ
る
。
文

化
行
政
の
一
段
の
飛
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

〇
舞
踊
評
論
家
の
江
口
博
氏
と
日
本
バ
レ
エ
協

ロ
長
の
服
部
智
恵
f
氏
に
我
か
国
バ
レ
エ
の

現
状
と
将
来
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
中

『
て
も
第
二
国
立
劇
場
の
必
要
性
が
出
て
い
る
。

一
現
代
舞
台
芸
術
の
振
興
の
拠
点
と
な
る
べ
き
劇

場
が
早
い
時
期
に
建
設
さ
れ
る
こ
と
を
祈
る
も

の
で
あ
る
。

(

k

)

999999999999~ 

~
広
告
の
問
合
せ
・
申
込
み
先
i

―

株

式

会

社

ぎ

ょ

う

せ

い

営

業

課

―

-
T
E
L
(
O
三
）
二
六
八
ー
ニ
一
四
一
（
代
表
）
~

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

'

 

「

文

化

庁

月

報

」

十

一

月

号

（
通
巻
第
一
―

0
号）

昭
和
5
2年
1
1月
2
5日
印
刷
•
発
行

編

集

文

化

庁

〒
lOO
東
京
都
千
代
田
区
筏
が
関

3
丁
目
2
番

2
号

発
行
所
株
式
会
社
ぎ
ょ
う
せ
い

本
社
一
T
1
0
4
束
京
都
中
央
区
銀
座

7
丁
目

4
番
12
号

営
業
所
〒

162
東
京
都
新
宿
区
西
五
軒
町

52
番
地

電
話
(

O

三
）
二
六
八
ー
ニ
ニ
四
二
代
表
）

振

替

口

座

東

京

九

ー

一

六

一

番

印

刷

所

閥

行

政

学

会

印

刷

所

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

 

定

価

・

一

五

0円
（

送

料

二

九

円

）

年

間

購

読

料

一

、

八

0
0円

編

集

後

記
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